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有本 章

た だ今ご紹介に預りました､ 有本で ござ い ます｡ 私

は今､ 客員教授と して 5 年ぐら い お世話にな っ ており

ま して
､ 外から参 っ て い る の ですが ､

そう いう意味で

は身内で ､ 中から見る視点が非常に重要だと思 っ て い

ます｡ 今日もそういう意味で は ､ オ フ レ コ 的なことも

言わなければ い けな い と思 っ て い ますの で ､
よ ろ しく

お願い い た します ｡

それで今､ 貴重なお話をお 二方からして い ただきま

した ｡ これは世界的な動きで ござい まして ､
こ の へ ん

の と ころと日本の 関係が今非常に問われて い るわけで

あります｡ 今の お話が最先端の 話で ござい ます ｡ 私が

今からするの もある意味では最先端の 話になるかと存

じます｡

こ の前は東京農工大学で開所式が ござい ま して ､
こ

こ は 6 人の ス タ ッ フ で最初か らス タ
ー ト し

､ それか ら

学内併任なども合わせますとかなりの ス タ ッ フになり

ます｡ 今年できたわけですから､ 本当は何周か遅れ て

い るの ですが､ しかし仕掛けは非常に大きい ｡ ですか

ら遅れ て い るから､ む しろ東京農工大学では何もな い

ので 一 気にや ると いうことでうまくそこまで い っ て い

るようです｡ こ れから どうなるかはわかりませ んが ､

今後の動きが注目されます｡

その 開所式で私も呼ばれてお吉をさせて い ただ い た

時に ､ 今日 の詰も少 しだぶる話 に しようと思 っ て い ま

した ｡ そう したら潰口先生がたまたま来てお られまし

て
､
これ は困 っ たと思 い ました けれ ども､ 今日はは っ

きり申 しま して最初の方の 話は少しだぶります ｡ だぶ

りますけれ ども､ 先ほ ども申 しま した ように ､ あ る意

味では最先端の 話､ つ まり今この 間題が 1 香重要だ と

思 っ て い ること ､ すなわち評価の 問題が ここまできて

い ると い う話をさせ て い ただきます｡ それ から後半は､

F D の今日の テ ー

マ
､ 求 められ るF D で ございますの で ､

その お話をさせて い ただくと い うこと になります｡

内容

まず､
全体の内容 はP P に示しま した ように 1 か ら

1 2 ま で ご ざ い ま して ､ 前半は自己点検評価と第三者

評価の 問題の からみで ございます｡ サ ブタイ ト ル にも

｢ 自己点検･

評価と第三 者評価の間にあ っ て+ と い うタ

イト ル を つ けさせ て い た だきま した ｡ 間にあ っ てと い

う意味を後から考える と､ 間にあるわけではな い の で ､

全部関係して い るわけですの で ､ 少しタイトル が悪い

か と思 い ますけれ ども｡ 後半の F D の 現状 と課題と い

うの は､ F D が どうな っ て い るかと いうこ とでありま

して
､
こ の前半と後半の 2 つ を合わせ ますと､ 求 めら

れ るF D
,
と いう ことになると いうふう に私自身は勝

手に考えております｡ こう いう構造で ございます｡

1 . 大学評価の現在

先ほ どの話をお聞きしながら､ 特に加藤さんの 話を

お聞きしながら考えま した ｡ 私 は日本社会学会の会長

をして おりま して､ こ の 間､ 会長講演を頼まれて話を

した の ですが ､ その ことを思 い 出しま した ｡ そ の時に

教育社会学の 可能性という話をしましたけれ ども､ こ

れ はp r ofe s si o n al id e ntity の 問題で ご ざい ます｡ 私自身

は私 のin d vid u al id e n tit y の 問題で ございます｡ それ か

ら大学全体で い うと U I で ご ざ い ま して ､
u niv e r sit y

id e n tit y の 問題で ご ざ い ます｡ そ れ から国家社会 とい

うこと になると ､
n ati o n al id e n tit y の 問題で ござい ます｡

国際社 会は 先ほ ど出て きま した が ､
こ れ はin t e m a -

tio n al id e n tit y とかglob al id e n tit y と いうもの です｡ そう

いうもの がある の かな い の かわかりませ んが ､
しかも

混乱 して い ますが､ 今はそちらの方向 へ かなり動い て

い っ て い る｡ 国際的に コ ン セ ン サ ス を得て ､ それから

F D が
一 番中心になる の ですが ､ 自己点検､ 自己評価 ､

第三者評価 ､
こ の へ んを全部ト

ー

タ ル に括 っ て質的保

証を して い く, と い っ た大きな大学評価 の動きが世界

的にあります｡

グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の 中で ､ 教育を ｢ 通貨+ と し

て みるようなG A T T とかW T O な ど の動きがありまし

て
､
こ れ は乱暴とい えば乱暴でかなり反対も大きい の

ですが ､ しか し流れとして はそちらの方 へ 動いて い っ

て い ることは間違い な い ｡ 5 年､ 1 0 年しますと､ それ

がか なりク ロ
ー ズ ア ッ プされ てくると いうこと になる

と思 います｡

日本はそれとの 関係でまだギャ ッ プがありまして ､

昨 日 の読売新聞は1 0年間遅れ て い ると言 っ た教育学者

が い ると書 い てありました ｡ 私 が言 っ た の ではなくて

誰かが言 っ た の ですが ｡

1 0 年遅れ て い るか どうかは知りませ んが ､ 世界の

動きと日本の 動きではかなりギャ ッ プがあ っ て ､
これ

を埋めな い と これからかなり大変だと いう構造にな っ
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て い ます｡ 私 の レジ ュ メ で は後の ほうで ､
日本 の 危機､

crisis と書 い て ありますが ､ そう いうところ が ござい

ます｡

そう いう意味で 言うと､ 今 の s elf id e n tit y からin t e r -

n atio n al id e n tit y の へ ん は全部関わ っ て い るということ

になると思います｡ だから自分が どういうふうな自分

を形成 して い くかと いうことは ､ 生涯学習 ､ ライ フ ス

フ
‾

-

ン
′

､ ライ フ サ イク ル ､ ラ イ フ コ ー

ス の 中でや っ て

い くと いうことになります｡ 生まれてず っ と ､ 今は私

なんかはもう定年ですから60 年や っ て きて い るわ けで

すが ､ その 間に私の持 っ て生まれた私と､ 外から入れ

てきた私が葛藤を起こ しながらアイデ ン テ ィ テ ィを形

成 してきて い る｡ こ れ は死ぬまで続くわ けで ござい ま

す｡

これが自分で ございますが､ や はり大学も葛藤を起

こして い るわけで ござい ます｡ 自分の大学のイメ ー ジ

がこういう方向に行くと いうもの と､ それから今社会

的な圧力 とか い ろ い ろなもの がきておりますが
､
これ

と の 関係を調整 しながら修正 しながら動い て いくと い

うことになりますので ､ 葛藤のない大学はない と思い

ます｡ その葛藤と私の葛藤というの は つ なが っ て い る

ということで ありまして ､
ま っ たく切り離せない ､ 私

は私､ あちらはあちらと いうことで はなく ､ 今の私 の

葛藤はそういう構造の 中に入 っ て い ると いうことにな

ります｡

それか ら社会の方も大きく いうと ､ 国家社会の よう

なと ころで ､ 大学に対 してものす ごく期待 しておりま

すから コ ン ト ロ
ー

ル が入 っ て きます｡ い ろ い ろな科学

技術政策とか､ マ ク ロ で言うとそういうことが入 っ て

きておりま して ､
こちらの 方向 へ 大学は行 っ てくださ

い と いうプレ ッ シ ャ ー

をかけてきます ｡ ある い は国立

大学法人化で こちら へ 行 っ てください と いうプ レ ッ

シ ャ ー をかけてきます｡ こ れ に対して大学は､ や はり

大学の理念的なもの ､ 学問であるとか
､ 大学 の自治と

か
､ 学部自治とか言われ ておりますが ､

こういうアイ

デン テ ィ テ ィ ､ 大学独自の方向性と い うもの を実証し

たい と思い ますから､ こ こで葛藤が起こ っ てくるとい

うことになります｡

ですからこう いうい ろ い ろな構造の 中で見て い かな
い と い けな い と いうこと になりますので ､ 自己点検評

価における自己点検というのは私やs elf id e ntity に最も

近い ところであります｡ それから第三者評価と書きま

したが
､
これはどちらかというと遠い ところで ござい

ます｡ こ の 二 つ が しかしながら現在はお互 い に共存し

ながら
､ あ る い はc o n flict を起こ しながらや っ て い る

と いうことで ござい ますので ､
これを何とかしてメ ッ

セ ー ジとして伝えた い と いうことで ､
そう いうタイ ト

ルを つ けました ｡

そう い うようなことで ､
これはキ ー ワ ー ドです ので ､

自己点検評価というの は私のセ ル フ の ところの自己点

検評価もありますが ､ 大学の ところで ございます｡ そ

れか ら相互評価と い うの は 同業者間で ござ い ます｡

ですから
一

言で言 い ますと ､
セ ル フ と いうの は自分･

がまずあ っ て ､ その上に大学ですと､ 学科とか講座 と

か研究セ ンタ ー とか研究所､ それから学部とか､ 大学

全体とか ､
コ ミ ュ ニ テ ィ と いう言葉が先ほ ど出ました

がそういうもの があ っ て ､ その上にさらに相互評価が

ご ざい ます｡ 大学同士が相互評価を して い ます｡ それ

から他者評価｡ 相互評価も他者評価ですが ､ 第三者評

価がきま して ､ それから先ほ ど の も っ と大きい 国際的

な評価がくると いう構造にな っ て います｡

第二者評価というの は第 一 者評価と いうことに対置

しておりまして､ 第 一 は自分で自分を評価するの です

が ､ 第 二者評価というの は普通 ､ 大学に対して政府､

国家のことをい います｡ 第二者評価と いうの は政府や

国家が評価をするということになります｡

それから第三者評価と いうの は ､
自分でも国家で も

な い 第三者と いうことになりますから本当は中立的な

評価 と いうこと になる ｡ しか し日本の 場合はそこがか

なり第二者評価とオ ー バ ー ラ ッ プして い るところもあ

るという構造 になります｡

こういうことです｡ 上 は大学主導､
この 2 番目は政

府主導､ こ の第三者評価は中立機関主導ということに

なります｡

それから認証評価と いうの は認証された機関が評価

するわけで ござい ます｡ 大学評価 ･ 学位授与機構､ そ

れ から大学基準協会 ,
そ れから日本私立大学協会あた

りが名乗りを上げております｡ こ の 中で現在まで に中

教審で認証され た の は大学基準協会だけであります ｡
この秋口 に他の もの も認証されますの で ､

こ れらが行

う評価は ､ 認証評価と言 っ て い るわ けです｡

それ から政府の 中に ､ 文部科学省の 中に大学評価委

員会と いうもの がござい ます｡ こ れは国立大学法人に

と っ て は
､ も っ とも重要な役割を果た し､ 資源配分等

が こ こで最終的には全部決定されると いうこ とになり

ます｡

2 . 大学評価の系譜

大学評価の系譜を簡単に申しますと ､ チ ャ ー タ ー リ

ン グ型､ ア ク レデ イ テ
-

シ ョ ン型
､
折衷型の 3 つ の 型

の ようなも の が ある と いう こ と に なります｡ まず

チ ャ ー タ リ ン グと いう形態があります ｡ チ ャ ー タ ー と

いうの は紙ですが ､ お墨付きの紙を授与されるという

意味で ござ います ｡ こ れが権力 によ っ て大学が認可さ

れ るということで ､ 法王とか教皇 とか国王とか､ 近代

になりますと国家によ っ て行われ ､ 日本ではだい たい

大学設置審議会がこの 役割を今果た して い ると い うこ

とになります｡

大学設置審議会は最近まで非常 に厳 しか っ た です｡

と ころが規制緩和にな っ てだんだん緩くな っ ておりま

して､ 今はかなり野放 し状態で何でも通る ｡ だからそ

の 分をこちらの方でや っ てくださ い と いうことで機関
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別認証評価でや っ て い くと いうこと にな っ て い ます｡

それ か らa c cr e dit atio n
､
こ れ は アメ リ カで発達 した

の ですが ､ 基準認可で ､ 大学人によ っ て ボラ ン テ ィ ア

的な質的水準維持の取り組み をすると いうこ とで ､
こ

の ように国家とか政府とか その - ん か らする の で はな

くて ､ 大学人が自分たちでや るわけで ､ 日本では大学

基準協会と いうもの が こ の役割を今まで遂行 してきた

と いうこと になります｡

それ では ､ 大学評価 ･ 学位授与機構というの は どう

なの かと いうことで すが ､
20 00 年からス タ ー ト して お

ります｡ こ れ はチ ャ
ー

タ リ ン グな の か ､ そ れ ともa c -

c r edit ati o n な の か ｡ こ
.
れ は性格を どちらにみ た ら い い

かと い うこと になります｡ もともとチ ャ ー

タ リ ン グ的

なの ですが ､ しか しス タ ン ス と して は
､ 大学基準協会

と ほとん ど違わな い ス タ ン ス で今や っ て い る と いうこ

と になります｡ そ の意味で は､ 日本 の 大学評価は ど こ

へ 向かうの かと いうこと になります｡

基準協会は ア メ リカから入 っ てきた わけですか らア

メ リ カ的です｡ したが っ て ､ 大学評価 ･

学位授与機構､

こ こ だ けが日本的なの です｡ こ れは日本の方向性を決

め ると い うの は ､
こ の 大学評価 ･

学位授与機構 ､
こ れ

は英語で N I A D と言 っ て い ますが ､
N I A D が どうなる

かと い うこと になります｡

今､ 申しました ことを簡単に図に書 い たもの で ござ

い ま して ､ 各大学が自己点検評価をや る｡ そ して こ れ

ら大学の代表的な役割を して い る の が基準協会 による

相互評価です｡ そ れから第三者評価 は第二者の 国家で

はな い ですから､ こ こ の 大学評価 ･

学位授与機構 が中

立的な役割をすると い うこ と になります｡ thir d p a rt y

e v al u a tio n と いうかたちにな っ て い ると いう こと にな

ります｡

欧州型がチ ャ
ー

タ リ ン グで ､
こ れ が 日本では大学設

置審議会あたりに つ なが っ て ､
そ して今の N I A D の と

ころ へ つ なが っ てきて い る ｡ そ れ からac c r e dit atio n は

アメ リカ型ですの で ､
こちらの大学基準協会で ､

こ れ

も50 年の歴史があるわけですが ､
こうきて い るわ けで

す｡ こ こ の 大学評価 ･ 学位授与機構が 日本型なのです

が ､ チ ャ ー タ ー リ ン グを継 い で い る の ですが ､ ア ク レ

デ イ テ - シ ョ ン的な性格も非常にかなり強 い と いうこ

とがあります｡

こ れ は今後どうなるかわかりませ ん｡ もう少 し動き

を見て決ま っ てきますが ､
これ が 二 つ の方向の どちら

に行くかで日本の大学評価と い うの はかなり決ま っ て

くる と い うこと になります｡

木村機構長 に聞 い ても､ どちらに行くの かよくわか

らな い ､ 今はまだ よくわか らな い
､
と いう こ と になり

ます ｡ 認証評価をや っ て ､ それを使 っ て ､ 大学評価委

員会が どう いうふうに査定をして国立大学に資源配分･

をするかに つ い て の方針もまだ は っ きりわか っ て い な

い と いうわけですか ら､ よくわからな い ｡ こ れ は本音

だろうと思 い ます｡

3 . 自己点検 ･ 評価から第三者評価 へ

それで歴史的には1 9 91 年の 文部省令で大綱化政策に

よ っ て設置基準の緩和 とか ､ 教養教育と専門教育の統

合とか
､ 自己点検評価 の導入と いうもの が入 っ てきて ､

98 年の 大学審の 答申で ､ 自己点検評価の 見直 しとか

第三者評価の導入と いうもの が入 っ てきた ｡ そ れから

先ほ ど の N I A D が20 0 0年 にで きて､ さらに C O E プ ロ

グ ラ ム とか G P プロ グラ ム と いうもの が ､ 競争的なプ
ロ グラ ム と い うことで入 っ てきた わけです｡ こ の へ ん

は全部連動 してきております ｡ それから2 0 04 年に文部

科学省が国立大学法人化と いうこ とで動 い て い きまし

た し
､ それか ら認証評価制度と い うもの が導入された

と いうこと になります｡

だ から
､
まず自己点検評価をや っ て ､ 試行期間で少

しやりまして､ 7 年間や っ て ､
そ して大学審議会が こ

れを評価しま して ､ 不十分だと言 い ま して ､ も っ と違

う第三者機関でやらな い と駄目だと いうことで ､ 大学

評価
･ 学位授与機構の 設置を提案したと いうことで ご

ざ い ます｡ さらに こ こ の と ころ の 二 つ の 方向が どちら
へ 行くかと い う構造にな っ た . 羊の14

- 1 5 年の 間に ､

日本 の構造は大きく変わ っ たと いう ことが言える ｡
こ の大学審答申は い ろ い ろ の 問題を指摘 して います｡

評価の専門家が い な い ｡ 他 の 大学と比較がで きな い ｡

実態で の 改革が先行 して い る ｡ 社会 の ニ ー ズ に合わな

い
｡ 学内で知られて い な い ｡ 評価 の あり方が形骸化し

て い る ｡ 方法や技術に進歩がな い ｡ 新増設や改組の 道

具にな っ て い る ｡ 教育の論理が評価されて い な い ｡ 人

の入れ替わりが激 しく不連続である｡ 研究 の論理が評

価されて い な い ｡ 学内の人間関係が悪化して い る ｡

これは私どもがや っ た調査をかなり大学審が活用し

ておりますが､ 図表に示 したような調査をや っ たら全

国で こう いう結果が出ま した ｡ こ れ で改善策として図

表に書 い てあるような､ 改革に結び つ ける政策的仕組

み が必要で あるとか､ 第三者が検証する仕組み が必要

で あるとか の結果がでま した ｡ 各大学独自が外部評価

を導入する べ きだと い うような考え方もありま した ｡

それから学外の有識者がやる べ きだとか
､
独立 した専

門家によ る外部評価 が必要であるとか ､ 相互で評価 し

合う外部評価が望ましい とか､ 評価の あり方を標準化

する べ きだ とか の 考え方もありま した ｡

こう いうもの がだ い た い評価の 大学審の 答申の 中に

は ､ 少 し抽象的にな っ て い ますが ､ 入 っ てきて い ると

いうことが言えると思 い ます ｡

4 . 基準協会の役割

今出ておりますような､ 基準協会は加盟評価､ 相互

評価 ､ 認証評価､ あり方委員会の 取り組みとか､ ア ク

シ ョ ン プラ ン の 導入とか､ そ れから特色ある教育支援
プロ グラ ム を審査するとかと いうことをや っ ておりま

す｡

昨日 の新聞でも出ておりましたが ､ 加盟評価はまだ

-
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い い の ですが ､ 相互評価あたりで何年か入 っ て い ると

ころを審査 したらクリ アで きて い な い と いうことで ､

4 大学くらい審査しなか っ たことにしよう､
と いうこ

とになりま した｡ 審査 して駄目だ っ たと い っ たら日本

で は レ ッ テ ル を貼られますから､ そういうかたちで結

局5 0年で初め て罰を出 しました ｡ そ こまで今は厳しく

するようになりました ｡

今まで は会員であれ ば何年かに 1 回､ 相互評価を受

けな い と い けなか っ た の で すが ､ 会費さえ払 っ て い れ

ばず っ と認定されて い た の です｡ こ んなことで は い け

ない から
､
もう1 回厳しくや っ て ､ そ して駄目な場合

は除名する｡ 会費を払 っ ても駄目ですと いうことで ､

ただし猶予期間を 2 年間ぐら い み ようと いうふうに ､

なりました｡

ア ク シ ョ ンプラ ンを作 っ た時に､ こちらに大学評価

機構ができましたから､ 大学基準協会は存亡の危機に

直面した わけで ､ そういうように厳し い ア クシ ョ ン プ

ラ ンを作 っ たと いうことになります｡

こ れを昨年ぐらいか ら導入して今評価をや っ ており

ますの で ､ 今の ような結果が出て きたと いうことにな

ります｡ 基準協会も今までの ように ､
同業者でまあま

あと いうことではなくて ､ 外部評価的な目を入れて審

査する ようにな っ て きたと いうことで ございます｡

こ こ の話をして い るとまた時間がかかりますから先

へ い きます｡ P P に出て い る この 人は法政大学の清成さ

ん で
､
こ の 人が今理事長で す｡ ア ク シ ョ ン プラ ン を

作 っ た の は ､ 立命館大学の 総長で あられた大南さんが

やられ た｡

これ はよく ご存知の ､ こ ちらも受けられ たと思 い ま

すG P ですが ､ 審査委貞会 があ っ て ､ 領域 があ っ て ､

採択率､ 書類審査評価方法 ､ 点数評価､ ト ー ナ メ ン ト､

ヒ アリ ン グなどの 項目が関係します｡ 私は 関係して い

ますか ら全部内幕を知 っ て い る の ですが ､
ど こまで

い っ て言 い かわかりませ んが ､ 少 しだけ言 いますと ､

ペ ー パ ー レ フ ェ リ ー と いうもの もありま して ､ 3 名く

らい です｡ これがかなり厳しい点を つ けられます｡ そ

れからい わゆる審査委貞と両方を合わせて20 数人が つ

けると いうことで ､ 点数が50 件応募しますと1 香から

50 番まで点数が つ きます ｡ そ れ の 中で だ い た い 50 件

ですと1 0 % 採用されますか ら5 件です｡ 5 件を取 るた

め に
､ 倍の1 0 件を ヒアリングに呼びます｡ その 時に ど

こで残すかというのはかなりもめます｡ それから今度

ヒ アリン グに来てもら っ て も､ 最後の 5 つ を残すの は

かなりもめます｡

こ れはテ ィ ー チ ン グの 教員と学生の 関係にも該当 し

ますけれ ども､ 来た人が どう いう説明をするか によ っ

て審査員がかなり動かされます｡ 学生と同じです｡ だ

から下手な説明をする人､ パ フ ォ
ー

マ ン ス が悪 い とこ

ろは､ は っ きり言 い まして い い 内容で も落ちることが

あるの です｡ だからその 中心 にな っ て説明する人があ

まり上手で はなくて ､ 補足説明され る人が非常に上手

な場合がありますと ､ あ の人がやられ て い たら通 っ た

の にと いうような結果になることもあります｡ そう い

うことは誰も教えてくれ な い の ですが ､ そう いうこと

もありますので ､ 最後の最後まで手を抜かな い ことで

す｡

私もC O E で行 っ た時 には ､ 学長が 5 分報告して ､

あと私が1 0 分報告 しま した ｡ 入 っ た ときからス ト ッ プ

ウ オ ッ チでや っ て い ます｡ だからもたもた して い ると ､

こ こ へ く るまで も 3
- 4 分 か かります｡ だから来て

さ っ とや るようにしなければい けない ｡ 終わりがきた

らば っ と途中でも切られる の ですからきちんとそれが

うまく入るように訓練 してやらな い と印象が悪 い と い

うこと になります｡ そう､ いうように非常に技術的にな

る時代に入 っ た ｡

大学評価は今そういう時代に入 っ て ､ かなり技術的

な問題も入 っ て い るのです｡ だからア バ ウトの時代は

終わ っ たと いうことで ､ かなり今言 っ たようなことを

組み入れて考えない と い けな い ｡ その 意味で は大学は

今､
非常に疲れ る時代に入 っ た わけです｡ 評価を受け

ると
､ ものすごく疲れるわけです｡

後で言おうと思 い ま したけれ ども､ 機関別認証評価

でも試行をや っ て ､
全国の 大学で テス トケ

ー

ス で や っ

てもら っ て い ます｡ どこの大学に聞い ても､ もの すご

く疲れ たと いう反応です｡ 5 年くら い 前の ものから､

書類を い っ ぱ い 出さなければ い けない ｡ こ れ は大変な

こと だか らもう少し考え直してくれと言われてい ます｡

しばらくい っ て考え直さなけれ ばい けない だろうと思

い ますけれ ども､ 最初から考え直すということにはな

らな い だろうと思うの ですけれ ども､ こう い うような

問題はイギリス なんかでも同じで ､
日本で もやはり出

てくると思 い ます｡

5 . 大学評価 ･ 学位授与機構の役割

それ で基準協会もですが ､
こ の大学評価 ･ 学位授与

機構で は ､ 総合的分野の 評価にお い て ､ 教養教育に私

どもは関係 してや らせて い た だきました けれども､ こ

ういう国際交涜 とかい ろ い ろな領域があります｡ 各専

門分野の評価もありまして ､ 研究と教育を両方や っ て

い ます｡

そ れから国立大学法人評価委員会 - こ こから資料を

出 して い っ て ､ そ して委員会が評価して､ 先 ほ ど の 国

立大学の 資源配分等を行 っ て い ると いうことですから､

N I A D が資料を作ります｡ そこが作 っ た資料を全部使

うか どうかはわかりませ ん｡ 評価委員会がそこの 中か

ら い い資料だけを使うかどうかわか っ て い ませ んが ､

要するに こういう構造にな っ て い ると いうことは間違

い ない です｡

その場合､ 国立大学法人を対象と したと こ ろは ､ 研

究も教育も全部やります ｡ それから国立も私立も公立

も全部入れ た先ほ どの機関別認証評価は ､
こ れ は教育

を中心にやります｡ こういうふうに二重構造にな っ て
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い て ､ お そらく国立大学法人は両方とも受けな い と い

けない と いうこと になる｡ だからこれは簡素化 して 1

個受けたら､ こちらは受けた ことにしてほ しい と い う

意見は国大協が出しております｡

だけど国立大学と私立大学は ､ 違う審査を受けると

い うことが今は っ きり して い ます｡ それで い い の かと

いう問題が ありまして議論して ､ 研究も担保 しようと

いうことで ､
しばらく して研究の 評価もや ると いうこ

とになる ので はな い かと思 い ます｡

それで大学評価基準の設定とか い ろ い ろな間置がそ

こ にあると いう ことで ､ 構造的に は こういうふう に

な っ ておりま して ､ 大学評価機構の 中の認証評価委員

会とか運営小委員会な どを置 い ておりまして ､ 対象機

閑の大学に対して ､ 書面調査 ､ 訪問調査､ 資料収集を

行い ます｡

書面調査をまずや っ て ､
訪問調査を 3 日間や ります｡

3 日間ですから厳 しい です｡ 学生の ヒ アリ ン グ､ 教職

貞の ヒ アリ ングもや る｡ それか ら資料の 提出､ 自己評

価書などを作 っ てもら っ て ､ 評価結果確定前に異見の

申し立てもやる ｡ こ こ で実施計画 ､ 実施方針等の基本

事項を審議い た しまして ､ それから評価結果の審議確

定等を行うというものがございます｡

その 下に運営小委員会を置 い て ､ 専門的には ここで

評価相互間の調整等をや っ て い る ｡ さらにその 下に評

価部会と専門部会を置 い て ､ 具体的にここでや っ て い

くと いう ､ 何段階かの委員会がある ｡ だから相当な人

が動員されると いうことになります｡ だか ら多くの 先

生 は ここ に動員 され る確率が高 い です｡ 今だけで も

8 0 0 人ぐら い 動員 して い る の ではな い かと思 い ます｡

これが動き出すと国立大学教員の全員の 5 万人前後動

くと い うことはない ですけれ ども､ かなりの数にの ぼ

る の は間違い な い です｡ だからこれをや っ て い る と評

価をする先生の種が尽きて しまうの で はな い かと い う

心配をする運営委員の 人もあるくら い です｡

こ んな大きな マ シ ンの ような評価機構というの は ､

ドイ ツ にもイ ギリス にもありませ ん｡ 世界 一 です｡ だ

から立派な効果を出さな い と い けな い ｡ 極めて熱心に

や らねばならな い ｡ 熱心にや られれ ばやられ るほ ど､

中身が濃くな っ てくると いうこと にな っ て ､ 大変なこ

と になる可能性があります｡

すご い 金が使われて います｡ 職員 の数は ご存知のよ

うに､ 国立大学99 校が 1 つ ず つ ポ ス トを出して ､ 99 人｡

それ に昔からあ っ た の で ､
1 30 人くら い の 職員がお ら

れます｡ ポス トがあります｡ それから教員が2 0 人か そ

れくら い です｡ そういう大きな機構にな っ て い ます｡

それ と評価報告書を出しま して大学に説明する､ 社会

にも説明すると いう､ ア カウ ン タ ビリ テ ィ と いうよう

なこ ともや ると い うこと にな っ て い ます｡

それ から先ほ ど申しま したような認証評価の プロ セ

ス を詳しくみ るとこう いうふうになります ｡ まず評価

説明会をや っ て評価の 申請を して ､ 対象機関が自己評

価の 実施事項の作成､ 自己評価書を提出して ､ そ して

機構にお い て評価が実施され る｡ 書面調査 ､ 訪問調査

などこう いうもの もや られて ､
そ して認証評価委員会

でこれをまとめて ､ それから対象機関および設置者 へ

提供する｡ そ して社会 へ 公表する｡ こ こで異議申し立

て等も行われると いうことになります｡

だ い た い試行でや られて ､ 今までやられ たようなや

り方が ､
もう少し体系的にやられるようにな っ て い く

と いうことにな っ て います｡

これ は どう いう方針でやられるかと いうことで見ま

すと､ 6 つ ほ ど認証評価の基本的な方針 がご ざい ます｡

①大学評価基準に基づく評価をする ｡ (多数育活動の 状

況を中心と した評価である . (参各大学の個性の伸長を

する評価である｡ 各大学の 個性､
アイ デ ン テ ィ テ ィを

伸ばしてい くという言い 方をしてい るというところが､

基準協会とよく似てい ると私が言 っ て い ると ころで あ

ります ｡ それから④自己評価に基づく､ 自己評価を大

事にすると いうことも基準協会とよく似て い る｡ セ ル

フ ス タデ ィ を重視する と い うこ とです｡ そ れから(9

ピ ュ ア レビ ュ
ー

を中心とした評価｡ そ の領域の 専門家

を導入してや ると いうことで ､ 素人はや らない ｡ ノ ン

ピ ュ ア レビ ュ ー で はな いと いうことです｡ しかし実際

にはメ ン バ ー を見ますとノ ン ピ ュ ア レ ビ ュ ー

の 人 が

入 っ て い ますから､ これはピアを中心と した評価と い

うところが味噌ではないかと思い ます｡ それから⑥透

明性の高い 開かれた評価｡ これは社会に公表したりす

るということで あります｡

6 . 大学評価基準 (機関別認証評価)
ここ に基準が11 までありますが､ こういうことの基

準に つ い て評価をして いく｡ 大学の 目的に つ い て基準

がありまして ､
こ れをそれぞれ の 項目に つ い て マ ニ ュ

ア ル を作 っ て い ますので ､
マ ニ ュ ア ル に した が っ て評

価して い く｡ 当然点数は つ い てくるわけです｡ 4 段階

ぐら い にして い ますので ､ そうすると点数化ができる

わけで ござい ます｡ しか しラ ン キ ン グとかそう いうこ

とは しな い ｡ 基本的にはそう いう話にな っ て います｡

しかし教養教育の 評価の 時にも私は関わ っ た の ですけ

れ ども､ 最初は ラ ン キ ン グとかそういうことをやらな

い としなが らも､ だ んだんと最後の 頃になりますと､

ラ ン キ ン グになる可能性がありまして ､
かなり議論し

てラ ンキ ン グは出さなか っ た ｡ しかし後で全部点数化

して調 べ てみ たら､ 点数が全部 つ くんです｡

それから公表する時に マ ス コ ミ の人が来ます｡ マ ス

コ ミ の 人は ラ ンキ ン グで 出してくれと言 っ て い ます｡

なぜかと いうと､ 社会の消費者の方々 は ､
どこ の大学

がその 領域で 1 番優れて い るかと いうことを､ 1 番よ

く知りたが る｡ だからそういうふうに出して ほ しい と

い うわけです｡ こ こ の 問題はこれからも続きますの で ､

こ れ か ら何年かた つ 間にラ ン キ ン グで 出してくるよう

になるかもしれませ ん ｡ こ れ はなかなかそこまで い き
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ますと厳しい です｡ だから絶対評価で ､
できるだけラ

ン キ ン グを出さ か ､ と いう方針にはな っ て い ますけれ

ども
､
こういうような動きがあると いうことは間違い

な い ｡

こう い っ た基準が11 ご ざいますの で ､
それぞれ に対

して資料を要求してくるわ けですから､ 先ほ どの よう

に ､
これ を受けますともう疲れる ｡ 夏休み を返上 して

やらない とできない ｡ かなり厳しい と いうこと になり

ます｡

これ はホ ー

ム ペ
ー ジから抜 い てきたもの で ､

こう い

うものが詳細 に出されて います｡ たとえば基準1 の大

学の 目的ですと､ 大学の目的､ 教育研究活動を行うに

あた っ て の基本的な方針､ 達成しようとしてい る基本

的な成果と いう項目があ っ て ､
こ れらは個々 の大学が

決めて い ることです｡ それが明確に定め られており､

その内容が学校教育法に規定された大学 一

般に求め ら

れる目的と適合するもの であることが求め られます｡

こ
.
の 赤 い字で書い てあるところが強調されて い るわ

けでありま して ､ 株式会社の 大学が今はで きるように

なりま した の で ､
こ れ は目的とか目標というの は ､ か

なり我々 の常識から外れたもの も出てくるの ではない

かと議論したの ですが ､
こ れ は学校教育法に規定され

たと いうことで しばりがかけてあると いうことです｡

そこに コ ピ
ー をと っ てもら っ て い ますの で ､ それを

見て いた だきましたら､ こう いうふうに全部基準が ご

ざい ます｡ こ の下にそれぞれの項目に つ い てさらに詳

し い基準がご ざい ま して ､ それを見て評価を行うと い

うことにな っ て い ます｡

教員 の採用およ び昇進等にあた っ て ､ 適切な規準が

定められ ､ それ に したが い 適正な運用がされる ｡ 教員

の教育書舌動を評価し､ 改善するため の体制が整備され

機能して い ること｡ こ の へ ん が は っ きり書 い てありま

して ､ 研究だけをや っ て い た の で は駄目だと いうこと

になる ｡

これはおそらく教貞 1 人 1 人を見る の で はなくて ､

学科とか学部とか大学全体を見るのです｡ 大学で見ま

すから､ そ こ の教育をし っ かりや っ て い るか どうかと

いうことを､ 全体で見るような方法を考えな い とい け

な い と いうこと になります｡ 1 人 が い くらよくや っ て

い ても､ 全体でよくや っ て い なか っ たら教育の活力が

弱い と いうことになります｡

こういうふうなことで ､
どういう資料によ っ てそれ

が証明されますかということ にな っ てきますの で ､ そ

ういうもの を 5 年ぐらい前か ら用意 してお かな い と い

けな い ｡

だから今始まりましたけれ ども､ 7 年に 1 回受けれ

ばい い ｡ 7 年先に受ければ い い の ですけれ ども､ 今か

ら用意 しておかな い となかなか対応できな い ｡

先ほ ど言 っ た基準協会で は4 0 ぐらい 手を上げて い る

と いうことですから､ そう いう準備ができて い る と い

うことです｡ い つ で も い い と いう準備です｡ 基準協会

な どで最近や られたと ころは ､ そういう資料がい っ ぱ

い ありますから､ どうせや る の なら早くやろうという

ことにな っ て い る の で はな い かと思います｡

公立大学の先生なんかは ､ 3 つ あ るからどこで受け

たらい い で しょうかと ､
私 は聞かれま したけれ ども､

そ れは県の 大学ですと ､ まず安い ところで受けてくれ

と言 い ます｡ 授業料で はな い ですけれ ども､ 検定を受

けると非常にお金がかかりますの で ､
まだ評価機構は

決ま っ て い ませ ん ｡ そ のうち決まります ｡ 安 い ところ

で受けてくれ ということと ､ 受けたらプレス テ ー ジが

高い ところで受けてくれ と言い ます｡ だから両方で受

けたらい いで はない かという詰もあるわけです｡ その

へ んがまだ どこで した らい い かということもよくわか

らない で
､ 試行錯誤で ござ い ます｡

こ の教育効果をどうや っ て計るかと いうことは ､ 非

常に難しいです｡ これ は前の試行の時でも
､
こ こ がな

かなか難しいもの ですから､ うまくい かな い と いうこ

とになります｡

それからヱの
､

基準の ところに ､ 担保して い るところ

がありまして ､ 最後の研究目的の達成状況の ところは ､

今後検討予定で あるというふうに残してあります｡ だ

から研究は この場合は直接的には評価しません ｡ しか

し教育の大前提として研究をお い て いますので ､ 研究

が全然評価され な い と いうことで はな い ｡ 教育の前提

と して研究と い うもの を入れて い ますから､ こ の先で

は これが研究も教育と同じように 1 つ の項目として評

価されるようにな っ てくる可能性がござ い ます｡

7 . ガバ ナンスと第三者評価

それから先ほ どの最初 の 図で い いますと ､
自己点検

評価の ところをお話したのですが､ もう少し大きな枠

で いうと ､ 国家の第二 者評価とか､ 第三者評価の とこ

ろ が非常に重要だと いうことでこ こに書 い ておりま し

て
､ 国家政府は† ツ プダウ ン型 の ガ バメ ン トで ガ バ ナ

ン ス をや っ てくる わけです｡ それ に対 して大学はa d -

m inist r ati o n とか マ ネジメ ン トとい うの は ボ トム ア ッ

プ型です ｡ それから社会もそこに入 っ てきますから､

社会と国家と大学が三 つ 巴にな っ てや っ て い る わ けで

す｡ どこ で妥協するか､ どこで どうするかと いうこと

が力学として出てくるわけです ｡

1 番大きな枠組みと して は科学技術基本計画と いう

ものがござい まして ､
1 9 96 年ぐらいからス タ ー

トして ､

今第2 次をや っ て い ます｡ それから今第3 次を検討し

て い ます ｡

昨日､ 沢さん に来てもら いま して ､ 前 に通産省にお

られた方で ､
こ の旗振りを した人なの ですが､ 今は東

大教授にな っ ておられ る方です｡ そ の先生なんかも関

わ っ ておられて ､ 第3 次 の計画を今や っ て い まして ､

第2 次ではお金を使い すぎたと いう批判を受けて改善

を迫られて い る｡ 確かに頭脳の棺桶 とかと､ 有馬先生

が だ い ぶ言われ て ､
それから1 7 兆円だか出して だ い ぶ

ー
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や っ て ､ 第2 次の 基本計画で はお金をかなり使 っ た ｡

と ころが使い 過ぎて ､ 効果があまりあが っ て い な い と

いうことを言われて い て
､ 今度は重点をも っ と絞 っ て

や るということになりま した｡

だから大学から見るとも っ と厳しくなると い うこ と

です｡ 捨花的に い かな い と いう構造にな っ てきます ｡
まだ第 3 次は固ま っ て い な い ようですが ､

これ か ら出

てくるだろうと思い ます｡ こういうような大きな枠組

みが ､ 全体に大学評価で は動 い て い ると いうことにな

ります｡

こ の細か い説明はやりませ んが
､
そういう大きな動

きの 中で科学技術の 戦略的重点化とか いち い ろ なこ と

がありまして､ こ の領域を重点的にや るということに

なりますから､ 各大学 へ お ろ してくると ､
工学部とか

理学部で この領域をやれ ば､ 運営費交付金とか資源配

分をとりやすい と いうことになります｡ こ こから外れ

ますとなかなか取りにく い と いうことになります｡ こ

う いう大きな構造があると いうこと になります｡

こ の もう 1 つ は法人化を した時に法律が整備されて ､

そ の 中の 1 つ が国立大学法人と いうこ とにな っ たわけ

で ござ い ます｡

4 番目に国立大学法人財務経営セ ン タ ー

と いうもの

がありますが ､
これは今まであまり力がなか っ た の で

すが ､ 今度は国立大学法人がそれぞれ持 っ て い る土地

を管理しますから､ これを売 っ たりなんかする時はそ

こが全体と して動 い てくると いうことになります｡

今日の新聞にも出て い たと思 い ますが ､ 国立大学全

体では 1 兆円借金があります｡ 今度は法人化したか ら ､

そ れぞれ の 大学が借金を自分で払わなければ い けな い ｡

こ の ことに つ い てはほ とん ど知らされ て い なか っ た ｡

天野郁夫先生がだ い ぶ前に私に ､
こう いうこと になる

の で予算は大変なんだよ､ と言 っ て お られました｡

例えば広島大学は広島大学で借金が相当ありますが ､

こ れを今まで は国が肩代わり して親方日の丸でや っ て

い た の ですが､ 法人ですから 1 つ 1 つ が全部払わなけ

れ ば い けな い と いうことになります｡ こ れは大変なこ

とです ｡ だ か らその シス テ ム と して今の こ の セ ン タ ー

が や ると いうかたちには して い ます｡ 国から大学が法

人と して離れ たように見えるけれ ども､ そう いう意味

で は全然離れ て い な い の です｡ こ の へ ん の ことなんか

も
､ あまり大学の先生は知らな い ことなの ですけれ ど

も､ で も制度はもう動い て います ｡ 借金を返せと い わ

れ たら､ 先生たちがみんな自分で割り勘で払わな けれ

ば い けな い と いう構造 にな っ て い る の です｡

それ から裁判な ども全部､ 各大学がや らなければい

けない ｡ 今まで は人事院が全部代わ っ てや っ て い た の

が
､ 今度はそう いう問題も各大学がそれ ぞれ対応 して

い かな い と い けな い と いうこと になります｡ だ か らも

の すごく手間暇がか かる し､ リ ス クも大きくなると い

う問題がご ざい ます｡

そう い っ た こと がありますけれ ども､ や はり運営 マ

ネジメ ン トとかそう いう点で ､ 今までよりは各大学の

独自性が出せると い うことを選んだと いうこと になり

ます｡

それで 国立大学法人の仕組み の概要 ､
こ れ はよくご

存知だと思 い ますの で ､
こ れを解説 して い たらもう時

間がなくなりますからやめますが ､
これも大変なこと

で ございます ｡ 例えばここ に学長選考会議と いうもの

がありま して ､ 学長を全部選んで い るわけです ｡ こ こ

は非常に新し い ことでご ざい ます｡

中期目標､ 中期計画もそれぞれや っ て い る と いうこ

とになります ｡

8 . 国際的品質保証と第三者評価

それから最初 に申しましたが ､ 国際的に非常に大き

な動きが起こ っ て い ると いうことで ､ 第三者評価が国

際的評価団体､ 特にア ング ロ サク ソ ン モ デ ル で動 い て

い っ て い ます .･ ア メ リカとかイ ギリ ス とか オ
ー

ス ト ラ

リア
､ そ の へ ん がイ ニ シ アチ ブをかなりと っ ておりま

す｡

ドイ ツ は進 ん で い る と ､ 先 ほ ど津 田先生 は お っ

し ゃ っ た けれ ども､ 1 3 年前に私 どもが ドイツ も入れて

国際調査をや っ た時は ､ ア メ リ カとイギリ ス は確かに

進んで い ま したけれ ども､ ドイ ツ
､
フ ラ ン ス その他 の

国はほ とん ど同じで して ､
ほ と ん ど進んで い なか っ 7=

で す ｡ だ か らその 後､ ドイ ツ は非常に動きが出てきた

と いうことになります｡

st a ff d e v el o p m e n t でイギリ ス は ス タ ッ フ で ､ fa c ulty と

s t afE の 両方を入れ て い ます ｡ ドイ ツ なんかに い っ ても

st aff d e v el op m e nt で ､
ア メ リ カ の よう にf a c ult y d e v el -

o p m e n t と い うよりは ､ や っ ぱり職員も入 れた大 きな

流れの 中で や っ て い る わけです｡ ア メ リ カや 日本は教

員 と職員を分離す る傾向が ありますが ､ 日本 は今､

1 99 8 年 の大学審答申で ､ は っ きりと F D が努力義務 に

なりま したから
､
その 時点で F D とS D と両方あ っ た の

で すが､ 文部科学省が F D を使うようになりましたか

ら､ もうF D にな っ て しま っ た の です｡ そ れでS D は今､

職員開発で使 っ て い ます｡ F D とS D の 両方を分離させ

て使 っ て い ます｡ と こ ろが ヨ ー ロ ッ パ と か外国 へ ､ そ

う いう話で持 っ て い きますと ､ 少 し混乱を しますの で

日本的に使 っ て い ると いうこと になります｡

それからJ A B E E ( 日本技術教育者機構) は ､
だ い た

い 先ほ どの 国際的な基準でや っ ております｡ ワ シ ン ト

ン条約に正式加盟まで しておりませ んけれ ども､ かな

り厳 し い 基準で やりませ んと これ はクリアできませ ん ｡

日本では工学部､ 医学部あたりが 一 番進んで い る｡ 工

学部は特に これをや っ て いますから､ こ こを通 っ たと

こ ろはかなり厳 し い水準をクリア して水準が高 い ｡
こ の 中に , F D と か教養教育などがきちんと入 っ て

い ま して ､ 私も広島大学工学部から報告を頼まれま し

て
､ 先生 の F D を聞か な い とク リ アで きない こ と に

な っ て い る と言われ て招か れま した ｡ だ からF D の 研

-
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修とかそう いうことは必ず入るわ けです ｡ それから教

養教育が国際的なレ ベ ルにな っ て い なか っ た ら単位が

出せ な い の です｡ こう いう機関で ､
まだ日本は正式加

盟を許され ておりませ んから､ レ ベ ル が低 い と思われ

て い る ｡ こ こを上げて い っ て国際的な仲間入りを して

い かな い と い けな い ｡

工学系は 1 番先導的ですが ､ 他 の領域もだんだんそ

ういう方向 - 動 い て い る｡ 社会科学とか人文科学はな

かなか難 し い ですか ら簡単に はなりませんが ､
た とえ

ば英語の T OIF E L と か T O E IC と い うもの をや っ て い る

ように､ 技術的なもの が含まれるもの は これからは ど

ん どん い くと思 い ます｡ こういう動きがあると いうこ

とを先ほ ど申しました｡

日本 の 危機と いうの は1 0年遅れ て い るか､ 何年遅れ

て い るかで すが ､ 非常に遅れて い る｡ N I A D も今焦 っ

て い まして ､ 国際化で いく の か ､ ナ シ ョ ナ ル レ ベ ル で

いく の か､ 両方の 課題がありまして､ こ こを どう いう

ふうに調整するかと いうことがなかなか難しくて ､ 混

乱 して い るところが ありますが ､
こちらは両方や らな

い と い けない ｡ 基準協会はその - ん がやや楽だと思 い

ます ｡

9 . 大学の課題

大学が こう い っ た構造の 中どうするかと いうことで ､

こ こ に書 い てありますように教育､ 研究 ､ サ
ー ビス

､

マ ネジ メ ン ト全部や らな い と い けな い ､
と いう こ と に

なります｡

私立大学も機関別認証評価は ､ 法律で決まりま した

の で これを拒否する こ とはできませ ん ｡ 私立大学も全

部それを受けな い と い けな い ｡ だ か ら受けなか っ たら､
ペ ナ ル テ ィ がかかります｡ 法律違反ですから､ と いう

構造に今年からなりま した ｡ どうや っ て大学が生き

残 っ て い くかと いう戦略をたてな い と い けな い と いう

こ とになります ｡

1 0 . 大学教授職の使命

それで大学教授職は どうするかと いうことですが ､

ス カ ラ ー シ ッ プをもう 1 回考え直してみ る｡ 研究だけ

でやるような考え方で は い けな い と いうことです｡ 研

究､ 教育が非常に大事だと いうこ とになります｡ 日本

は研究が非常に重視されてきた のですが ､
こ こを変え

て い かなければい けな い ｡ その ためには意識改革が必

要であると いうこと と ､ 基本はセ ル フ ス タデ ィ である

と いうこ と ｡

それか ら第三者評価 - の対応と いうこ とを書きまし

たが
､
91 年の 時には自己点検 ･ 評価をやれ ばよか っ た

の で ､
こ れをきちんとやらなければ必ず外側から圧力

が入 っ てきますよ と い っ て ､ 喜多村先生達が言 い まし

たが
､
と こ ろが 7 年た っ て外側か ら圧力が入 っ てきた

わけです｡ 今はもうそこ の外側か ら入 っ た分を拒否で

きません ｡ その 時にや ればよか っ た の ですが､ あまり

や らなか っ た｡ 先ほ ど言 いました よう に大学でや っ て

い る こ とは生ぬる い と いうふうに い われて ､ 動い たと

いうことになります｡

し たが っ て
､
も はや F D の推進とか制度化というこ

とが避けて通れませ ん｡ だから言われてや る の も何な

の ですが､ 構造的には言われてや る構造にな っ て い る

わけです｡ 仕方な しにや っ て い る ところもありますが ､

でも仕方なしにや っ て い て終えるような話で はない ｡

どうせや る の なら積極的にやらない とい けな い と いう

ことで
､ 意識を変えて い かな い と い けな い ｡

l l . F D の制度化の進捗度

1 9 91 年と20 03 年と ､
カ ー ネギ ー

の 調査 と我々 が去

年や っ た調査を比較しますと ､ も っ ともラジカ ル に変

わ っ た点は ､
日本の大学の先生が研究志向か ら教育志

向 - かなり変わ っ た と いうことです ｡ だから教育と研

究を半々 ぐら い や ると いうア ン グ ロ サク ソ ン ･ モ デ ル

に
､
こ の10 年間に日本はな っ てきて い ると いうことで

す｡

これは自分でや っ た の か､ 先ほ どの ように強制的に

や っ た のかですが ､ 本当にその数字を信用 して い い の

かどうかと いう問題はありますけれ ども､ 数字の 上で

は今は変わ っ てきております｡

そ れ からF D の 制度化 の度合 い を見ますと現在は第

1 段階程度を進行中で あると いうことです｡ あとで言

い ますがまだ第2 段階 ､ 第3 段階がありま して ､ 1 番

最初の 段階を今動 い て い る ｡

それか らト ッ プダウ ンがや はり中心 にな っ ておりま

して ､ 理想と しては ボ トム ア ッ プで い かな い と い けな

い の ですが､ なかなか そこまで は動 い て い っ て い な い

と いう構造が見えて きます｡

それから大学の 中で どこが 1 香大事かと いうと ､ 運

営 の 単位で いうと ､ 最前線は講座とか学科 とか各研究

者の と こ ろが 1 番最先端です｡ こ こ が動 い て い かな い

と大学は変わらな い ｡ こ こ が動くことをうまく活用 し

て い っ て ､ 奨励して い っ たりするようにな っ て い れ ば

大丈夫なの ですが ､ 実際には ここが動 い て い な い構造

が見えてくるわけですからまだまだ時間がか かる の で

はな い か と思 い ます｡

それか ら教育 ､
研究 ､ 学習 の連携と いうの は ､ アク

タ
ー

の 責任 です｡ 先ほ ど の s elf s t u d y と い うと こ ろ の

原点ですの で ､ 大学がやるんだから自分 はや らなくて

い い と い う こと にはならな い ｡ まず自分がや らな い と

い けな い ｡ そ こが逆転をして い るようなと ころが今は

あるんです ｡ 本 当は大学が1 0 0 年の 歴史が ある とすれ

ば
､ そ こをきちん とや っ て い たら､ 外部評価とかそう

いうもの が入 っ て こ なか っ たかも しれな い ｡ だけどそ

の道 に今な っ て い るわけですか ら ､ そ こ はクリ アして

い かな い と い けな い ｡

大学発展の 原点の鍵が ､ 自己点検評価にあると いう

こと になります｡
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F D 制度化の 度合 い と いうこと をそこに書 きま した

が ､ 5 つ ぐら い で の 段階が あります｡ F D は フ ロ ッ

ピ ー ･ デ ィ ス クだと いうふうに思 っ て い る段階｡ こ れ

はほとん どもうクリアされて い る の ですが ､
こ れ は学

長さん に聞い た の ですが､ そ した ら全体で2 81 校 で そ

の 中で まだ2 . 1 % あ る の です｡ そ れからず っ と1 番

上の 2 番目で ､ 研修会等をや っ て比較的初歩的な段階｡

それか ら委員会等が軌道に乗 っ て安定した状態｡ こ の

へ ん が多 い わ けです ｡ ボ トム ア ッ プの取り組みが育た

な い な どい ろ い ろな問題が生 じて い る｡ こ こまで は
一

応安定して発展 して い るように見えます ｡ こ こか らは

問題が出て い るわけです｡

だから直線的に発展 しな い で ､
こう いうふうにス パ

イラ ル に発展 してしゝく と い うか､ 挫折をすると いう構

造が見えてくるわけです｡ だ からこ の 4 番目 5 番目こ

の へ ん が遅れ て い るかと い うとそうで はなくて ､
進 ん

で い るわけです｡ 進 んで い ると ころはむしろ問題点が

出てくると い うこと にな っ て い る わけです｡

こ れは図で いうと こう いうことで ､
こ れ は逆にな っ

て いま して
､
下 の 方が最初で ござい ます｡ それ で こ こ

が 1 番多い ｡ 今は この - ん の やり直しとか ､ 進 んで い

るところも若干あると い うこと になります｡

1 2 . 全国調査の紹介

ア ンケ ー ト調査をや っ た わけですが ､
これを見てみ

ま してポイン トだけ申しますと ､ 教育の 改善や活性化

は必要か と､ だ い た い 皆さんは必要であると い うふう

に答えております｡ 必要である､ ある程度必要である､

どちらと も い えな い ､ と いう こ とで見て い た だ い た ら

い い と思うの ですが ､

一

般 に
一

般教員よりも学長さん

の方が必要である と言 っ ております｡ 一

般教貞の 方が

その度合 い が低 い と い うことであります｡

こ れ は国公私立も全部分析 して い る の ですが ､
こ こ

にある の ですけれ ども､ p p の こ こ には全部入れ て い ま

せ ん ｡

それ からF D 活動が ど の程度必要か ｡ こ こ も学長 の

方が必要性を強く感 じて い る こ とがわかります ｡

教員 は教育の 改善に熱心かと いうことで ､ 学長さん

はあまり
一

般教員 に比 べ ると熱心ではな い と言 っ て い

る わけです｡ 熱心で あると いう度合 い が低 い ｡ そ れ に

もか か わ らず､ 一

般教員の 方が学長よ りも熱心 だと

言 っ て い る構造があります ｡ だ か ら学長と
一

般教貞 の

間には少 しギャ ッ プがあります｡

こ こ へ まとめたもの が今の と ころ の 調査 の全体の ま

とめで ござ いますが ､ だ い た い こ こ に書 い てあるよう

に
､ 意識 の格差と いうもの があり､ 学長と 一

般教員と

の 間にはずれがある｡ それから文系と理系で は少 し違

うことが出てくるわ けで あります｡

そ れか ら F D の 実施 の 実績が良好で あるか どうかも

見て い る の ですが ､
こう いうふうに良好 ､ どちらでも

な い
､ 良好で な い ､

と い うグ ル ー プ に分けてそ れぞれ

見たわけです｡

明確に定義して い る か ､
F D が 何かと い う こ と が

は っ きりわか っ て い るか と いうの は､ 良好である大学

の方が定義して い る ｡ こ れ は当たり前と い えば当たり

前なの ですが､ だからうまく い っ て い な い ところは ､

F D の 定義すらは っ きりして い な い と いうこと になる

わけです｡ F D は何か ､ それ は フ ロ ッ ピ
ー

デ ィ ス クだ

と思 っ て い るようなところも含め て ､ は っ きりして い

な い ｡ は っ きりさせ て大学全体で コ ン セ ンサス を得て

ス タ
ー

ト しな い と駄目だということです｡ こ れは教貞

だけで はなくて ､ 学生にも理解を してもらわな い とで

きな い わけですから､ その - ん が課題 になる｡

- だ から全体に理解してもらおうと思 い ますと ､ 体系

的な取組が欠かせませ ん｡ 我 々 の大学もそうなの です

が ､ 8 年間も1 泊 2 日 で研修をや っ て い ます｡ ホ テ ル

に泊ま っ て の合宿です｡ 私 が実行委貞長を最初 に2 回

やりま した｡ こ の 形式で長年や っ ても所期の 目的はな

かなか達成できな い の が実情です｡ 最近で もまだその

- ん が は っ きりしな い と いうこ とが判明 してきて ､ も

う 1 回最初からやり直さな い と い けな い ｡ だ からF D

と いう の は ス トレ ー トに い きませ ん ｡ 終わりがな い ｡

泥沼で ある ｡ や れ ばやるほ ど問題が出てくる｡ と いう

ことで
､
それならや らな い 方が い い じ ゃな い かと いう

ことですけれ ども､ やらなか っ たらも っ と悪くなりま

すからやらなけれ ば い けな い ｡ その 覚悟を してや らな

けれ ば い けな い と いうことです｡

それ からF D をや る人の後継者を養成すると いうこ

と です｡ だ い た い 委員会だ っ たら 2 年ぐら い で ロ ー

テ ー シ ョ ン で や っ て い ますと､ 1 年はお勉強をするわ

けです｡ それからあと 1 年でや るわけです｡ それで交

替します ｡ これで は続かな い わけです｡ そ れで は専従

を置けば い い か と いうと ､ 専従を置 い たらす ごく時間

がかか るわけです｡

だ か ら大学教育セ ンタ
ー

の ような､ あ る意味で は専

門的なもの を置 い て い かな い と い けな い わけです｡ 今､

国立大学は2 5校 です ｡ だ んだん増えて い ますけれ ども､

全体的にはまだ少な い の です｡ こう いうふうに して､

あ る程度専門化 してや っ て い かなけれ ば い けな い 時代

がきて い ると いうことになります｡

で は専門化 したらうまく い くかと いうとそうでもな

く､ や はりそ こ とセ ンタ
ー と 一

般 の 先生たちと の 間の

つ ながりをどう して い くか と いう問題が出てくるわけ

で ござ います｡

こ う いうようなことをい ろ い ろ こ こで見て い るわ け

ですが ､ F D を やれ ば だ い た い 使命､ 役割､ 施設 に つ

い て考える風土や雰囲気ができてくる ｡ だか らやらな

い と い けな い んです｡

大学審で は研修をF D と訳 して い ますが ､ あ れは間

違 い です｡ 研修だ けや ればうまく いくと いうことはな

い で す｡ あ そ こ の と ころは誤解を招く定義だ と思 い ま

す｡ もう少 し生涯学習的な視点､ 先 ほ どお っ しゃ っ た
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ようなことを入れてきちんとや っ て い くと いう視点が

欠かせ な い ｡

その点､ F D は テ ィ
ー

チ ン グ､ ラ
ー ニ ン グの ような､

狭義の F D を今は中心に取り組んで い ますが ､
F D と い

うの はも っ と広 い 概念で研究､ 教育､ サ ー ビス
､ 管理 ､

運営､ そう い うもの を含 めます｡ それ か らc ar e e r d e -

v el op m e n t ､ こ れ を全部入れ た ､ 先生が幸福 にならな

い と駄目だと いう視点がありま して ､ 先生が幸福 にな

る こ とを考えること がF D な んです｡ 先生が幸福にな

る視点で今考えて い るかと いうと ､ そうで はない ｡ そ

うするとそれは全部 つ けが ど こ かで出てくるわけです ｡

学生の ところ に出七きたり､ い ろ い ろ出てくるんです ｡

P P に示 した ここ の ト ー タ ル の ことを考えると いう､

広義の F D と いう ことを担保 して狭義の F D をやらな い

と ､ うまく い かない と思い ます｡

発展段階を先 ほ ど見た の で ､
や はり問題が出てきて

い る と こ ろも､ 全体的には F D が発展 して い ると いう

構造にはな っ て い ます｡

こ の 図で は ､ 今､ 言 っ た ようなこ とをまとめたと い

うこと になります｡

最初 に言 い ました ように ､
こう いう構造の 中で自己

点検評価 ､ 第三 者評価 の大きな構造の 中でF D と いう

の は動 い て い っ て い る｡ だか ら全体を見てF D の 現在

を相対的に見て い くと いう視点､ それとF D を見て全

体を見 ると いう視点､ こ の 両方のイ ンタ ー ラ ク シ ョ ン

を行うと い う複眼的な視点が非常に重要にな っ て い る

と いうこ とで はな い か と思 い ます｡ こ れ はや はり 一

部

の 人だけで はなくて ､
全学でみ んなで考えて い かな い

と い けな い と思 い ます｡

終わり に

こちらの新潟大学は ､
セ ン タ

ー

の 名前 がねc ulty d e -

v elo p m e n t が つ い て
■

い ます｡ こ れ は ､ 先 ほ ども言 い ま

したが
､
全国 で2 5 国立大学に セ ン タ

ー が できて い ます

が､ F D を英語 の名前で つ けた セ ン タ ー は こ こだ けな

んです ｡ これ はオ ンリ
ー ワ ン です｡

だ か らF D は新潟大学が全国 一

発達して い る の です｡

で な い と看板に偽りがあると いうことになるわけです｡

だ から大 い にそれを誇りに して い ただ い て ､ さ ら に発

展をして い くようにして い ただ い たらありが た い と い

うふうに思 っ て い ます｡

時間が過ぎまして申し訳ありませ んで したが ､ 以上

ですの で ､
ご清聴ありがとうござ いま した ｡

[璽憂三:亘蛮]
( 司会)

どうも､ 有本先生､ ありが とうご ざい ま した ｡

せ っ かく の機会ですの で ､ 何か ご質問で あるとか ､

ご意見 ､ その他ある先生は い ら っ し ゃ い ますか ｡

小林先生､ 何 かありますか ｡

(小林)

小林です｡

い ただきま した レジ ュ メ の1 9 頁 の 8 番に ､ 先ほ ど国

際的品質保証と第三者評価の そう い うお話の 中で ､ JA
-

B E E の と ころまでお話があ っ たり しま したが ､
こ の 日

本の危機と いうの は1 0 年遅れて い ると いうようなこと

で
､ 単 に遅れて い ると いうことで ､

キ ャ ッ チ ア ッ プで

はありませ んが ､ 追 い か けるようなか たちで走ればよ

ろ し い と いう､ そう いう程度の ことなの で し ょうか ｡

そ れとももう少 し､ 先生がお っ し ゃりたか っ た ことを

お話 い ただ けるとありが た い の ですが｡

( 有本)

ありがとうござ い ます｡

小林先生は非常に熱心なセ ンタ ー 長 でありま して
､

そ の前は吉村先生と いう非常に熱心な先生で ござ い ま

して ､ 今 3 代 目ですね｡

JA B E E と か ､ 先 ほ どの 機関別認証評価というの は ､

基準を設定してくるわ けです｡ だ か ら基準をク リアす

れ ばそれで い い と いう考え方もできるわけです｡ こ の

基準と いうの は しか し最高基準では なくて ､ 最低基準

かも しれな い ｡ 最低基準だけをクリ アすれば い い と い

うの は ､ 大学設置審の 発想と同じなんです ｡

大学設置審をクリア して大学を作 っ た途端に､ そ れ

が ピ ー ク でだんだん悪くなると いう風土を招 い た ｡ だ

からで きた後に基準協会 によ っ て ､ さ らに レ ベ ルを上

げて い くと いう基準協会 の相互評価と いうもの を入れ

ました｡ と こ ろがこちらの 方が機能しなか っ た わ けで

す｡ こ の こ とは今度の段階で も言えると思うんです｡

だか ら自己点検評価 によ っ て ､ J A B E E と か機関別認

証評価の と ころそクリア して い く以上 の こ とをや っ て

い くと いうことです｡ だから自己点検評価が 1 番大事

なんです｡

だ か ら目標 ､ 目的をあの レ ベ ル に設定 して ､ そ れ で

自己満足 して い る の では ､
や はり低空飛行と いうこ と

になります ｡ も っ と高くして い くと いうことを､ そ れ

ぞれ の大学がや っ て い か な い と い けな い ｡

そ の ため にはまずイ ギリ ス の ap p r ais al と いう の は そ

うか と思 い ました ｡ 自分 の 大学には どう い う個性 があ

るの か と いうことを見て ､
そ の個性を伸ばすように し

て い く｡

基準協会も評価機構も基本的には ､ 先 ほ ども言 い ま

した ように ､
自分 の大学が どう いう目的､ 目標を持 っ

て どこを1 香売り物に して い るかと いうことを見ると

言 っ て い るわけですから､ そ こ の と ころを伸ば して い

くと いうと こ ろを しなけれ ばい けな い ｡

た だ し最低基準の と こ ろはクリア しなければ い けま

せ んから ､ 全部で は11 項目ありますが ､ こ れ の ど こ か

が悪 い とクリ アで きな い わけです ｡ と い うこと になり

ます｡

こ こ の と こ ろは
､ 国立大学だ っ た ら軽 い と思 い ます ｡

-
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私立大学はこの同 じ基準でや っ た場合 に､ かなり苦労

すると思います｡ 国立はだい た い す っ と い ける の では

な い かと思 います｡ だ からも っ とそれ以上 に自分の 大

学が ､ 国際競争とかで競争が厳しくなりますから､ そ

の 中で訴えることができるような特色を出して い く こ

とが ､
これからの課題だろうと思 い ます ｡ その ために

はそう いう体制を作らない と い けない ｡

先生 の 質問はこ の 回答で い い で し ょうか ｡ 少 し違 っ

て い ましたで しょうか｡

( 小林)

そ の評価の 対象を作 るうえで ､ 基盤がある の かと い

う｡

( 有本)

だから
､
な い もの ですから､ それからN I A D が非常

に戦々恐々 と して ､ 今困 っ て い る と い うことです｡

だからそれを整備すると い うことを 一 方でやりなが

ら､ こ れは国際的な台風ですから､ 台風に対応してい

くということをや らなければい けな い ｡

木村先生 はそれをどちらもよくご存知ですか ら､ 今､

ハ ム レ ッ ト の ような状態だと思 い ます｡ だからだんだ

ん これを上げて い くため には ､ 国内 の レ ベ ルを上 げて

い かな い と い けな い ｡ 基盤がまだな い と いうことなん

です｡

そ れはそうです ｡ マ ー ケ ッ トメ カ ニ ズ ム でや る方向

に日本は動い て い っ て い ます｡

大学審議会が50 年や っ てきた の は､ 国が責任を持 っ

て基準を作 っ た の です｡ と ころがそこが今非常に緩や

かにな っ てきておりますから､ 大学設置審を通るのは

易 し い です｡

だ からた とえば今1 番混乱 して い る の は学位です ｡

ど こ の大学も学位を勝手に作 っ て ､ 重複 したり い ろ い

ろなことが起こ っ て い る んです ｡ 混乱 して い るんです｡

こ れ は誰も今責任を持 っ て統 一 して い な い ｡ 基準を

作 っ て い な い ｡ こ れ は何でやるかと い うと ､ 市場原理

で競争原理で市場メ カ ニ ズ ム で自己評価でや っ て い く

と い うこと にな っ て い る の です｡

そ の今の 機関別認証評価がス タ ー ト して ､ そう いう

今の ようなアメ リカ式のやり方には､ まだ慣れ て い な

い わけです｡ 急 に今までや っ て い た ところはお前達で

やれ と い われ て
､
できるか と い っ た らそんな 5 年や1 0

年で はできな い です ｡

そ こで しばらく混乱の 時代が続くと思うの ですけれ

ども
､
そうやりながらしか しレベ ルを､ 文部科学省の

設置審の基準よりはるかに高 い と ころをクリア して い

く｡

ア メ リカは何で あそこで始ま っ たか と いうことを簡

単 に申しますと ､ 中等教育は ヨ ー

ロ ッ パ と同じくら い

で
､
1 9 世紀に大学はなか っ たんです ｡ それで危機感を

持 っ た人たちが ､ 自分たちで大学 レ ベ ル の大学を作ろ

うとして ､ グ ル ー プを作 っ た んです ｡ 4 0 ぐら い の大学

で す｡ こ こ へ 入れ る大学は非常に水準を高く して ､

チ ェ ッ ク し合 っ た んです｡ 相互評価を した んです ｡ こ

こ がap p r e ciatio n の 始まりなん で す｡ だ か ら何 にもな

い混沌と して い ると ころから､ 自分たちが作 っ た ｡ 政

府が作 っ た もの ではない ､ 自分たちが作 っ たんです｡

日本の 場合は最初から政府が作 っ た ｡ こ の ス タ ー ト

が違 い ます｡ そ れで1 0 0年以上 た っ て い ます ｡ アメ リ

カは1 0 0 年以上た っ て い る から､ 何 とかa c c r e dit atio n 型

をや っ て い けるわ けです｡

日本はa c cr e dit ati o n 型を入 れたけれども､ 開店休業

の ようにな っ て い た わけです｡ それで今て こ入れがさ

れて い るわけですが ､ それでや れるかと いうとそこ は

まだ不十分ですから､ 理想と しては い い の ですけれ ど

も
､
なかなかその水準まで いくの に時間がかかる ｡ 基

盤がな い から基盤を作る努力をしな い と い けない と い

うこと になるわけです ｡

こ の ことはわりと大学の 中で もわか っ て い ない から
､

その へ ん がうまくい っ て い な い ところがあると いうこ

と になります｡

( 司会)

他 に どなたかござ いますで しょうか ｡

( 出席者)

細か い ことなの ですけれ ども ､
21 頁の ところで ､ 1 1 ､

F D の 制度化進捗度とい うと こ ろで ､ 1 99 1 年と2 0 03 年

に調査があ っ て ､ 次 に研究志向から教育志向 へ の 画期

的転換と いうと ころで ､ ア ン グ ロ サ ク ソ ン ･ モ デ ル で

は教育50 % ､ 研 究50 % と言わ れた の ですけれ ども､ そ

の規模と いうの は こ こ で意識が研究志向から教育志向
- 変わ っ た と いうの は ､

こ こ の教員の レ ベ ル で はなく

て大学レ ベ ル の お話ですか ｡

( 有本)

言葉が足りなくて申し訳ござ い ませ ん｡

世界1 4 カ国で カ ー

ネギ
ー で調査をやりま して ､ そ し

て 日本は3 0 00 人以上や っ た と 思 い ますが ､ 回収率 は

4 0 % ぐら い だ っ た と 思 い ます｡ そ れで世界で デ
ー

タ

を比較しま した ｡ だから個人の大学数貞です ｡ サ ン プ

リ ン グはかなり厳 しい マ ニ ュ ア ル を使 っ てやりました

の で
､ それで 出てきた評価で ､ 各大学がと いうことで

はなくて ､ 教貞 の 意識調査を中心に して見て い っ た わ

けです｡

それ で研究大学とか研究大学で な い と ころ とか
､

ず っ と マ ニ ュ ア ル にしたが っ て や っ て い ますから､ 研

究大学とか研究大学でな い ようなところを全部比較が

で きます｡

日本はそ こを比較 してみますと ､
どの大学で も多少

研究大学の 方がウ ェ イ トはある の ですが､ 研究志向が

強 い んです｡ 70 % が研究志向で ､
3 0 % が テ ィ

ー

チ ン グ
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とかそう いうもの を持 っ て い る｡

世界的に見ると 1 番それが強い の が､ オ ラ ン ダとか

日本です｡ ドイ ツ もそう いう構造で す｡ だから ドイ

ツ ･ モ デ ルと私どもは呼んで います｡ 研究と教育を統

合 してや ると いう､
フ ン ボ ル ト ･ モ デ ル で ス タ ー ト し

ながら､ ドイ ツ 自体が研究志向にな っ た の です｡ 日本

はそこ の ところで統合すると建前では言 っ て い ます｡

教育基本法や法律にはそう書い てあると思うの ですが ､

それが実際には研究志向にな っ て い っ た ｡

研究大学はだ い た い 5 % ぐら い ですから､ 研究志向

になるの は当たり前かとい えば当たり前なの ですが､

他 の 大学もそういうふうにな っ て い ると いうところが

日本的な特色で ､ それが1 0 年前はそうだ っ た の です｡

と ころが他の 調査もや っ て い ますと､ 最近では研究

も教育も半々 ぐら い 力を入れ てや ると いう方向 - 移 っ

てきておりますし､ 前に比べ て単独で見て も､ 教育志

向の 方が強くな っ てきて い ると いう ことで ､ 教育志向

その もの に全部移 っ て い くと いうラテ ン アメ リカ ･ モ

デ ル にはならな い と思うんです｡

こ れ はまた問題がある わ けで ､ ラ テ ン アメ リ カ は

テ ィ ー チ ン グ は強 い ように見えますけれ ども研究はあ

まり強くな い ですから､ それ はまたそれで問題がある

と思うんです ｡

今の 先生の ご質問で は ､ 大学レ ベ ル と いうよりは教

員を ベ
ー

ス に や っ て い る ｡ しか し各大学 の グ ル ー プで

括 っ て比較を してみますとそう い う ことが言えますの

で ､ 大学 レ ベ ル でもそうな っ て い ると いうふうには ､

間接的には言えると思 い ます｡

( 出席者)

教員レ ベ ル であるとすれば ､
た とえば アメ リカ の 州

立大学が い っ ぱ い あるんですけれ ども､ た とえば今言

われた ア ン グ ロ サク ソ ン ･ モ デ ル で い く つ か の 国を言

われた の で
､ 平均的な話かもしれません けれ ども､ ア

メ リ カ の州立大学で見た場合 に教育5 0 % ､ 研究5 0 % と

いうよりも､ は っ きり言 い まして い ろ い ろな教員の 契

約制がありますから､ ですか ら私なんかの感覚では教

育よりはむしろ研究の方が パ
ー セ ン テ ー ジ が高 い の で

はな い か と いうふうに思うの ですけれ ども｡

( 有本)

アメ リカは研究大学は確かに研究の 割合が上が る の

ですが､ それからアメリカは コ ミ ュ ニ テ ィ ･ カ レ ッ ジ

はテ ィ ー チ ン グ が非常に高い です｡ 平均的に いうとア

メリ カはだい た い 50 % ､
5 0 % ぐらい になるんです｡

それで確かに研究が重視されてい る ことは言えるの

ですが ､ しかしアメ リカは日本に比べ てまずティ ー チ

ン グをや らなけれ ばい けない という意識が強 い ように

思い ます｡

そ してテ ィ
ー

チ ン グということをし っ かりやるため

に
､ 大学数貞になると いうような考え方も日本よりは

強 い と思 い ます｡ こ れは どう いう大学を出て ､ 学生､

院生 の時に どう いう教育を受けたか｡ テ ィ ー チ ン グと

いうの は受けた教育が役に立 っ て い るか｡ 研究という

の は受けた教育が役に立 っ て い るか｡ その調査で はこ

う いうことも聞い て い るわけです ｡

そうす るとや はり教育が熱心なところ は ､ 自分 の

キ ャリ アに教育がイ ン パク トを持 っ て い ると出てくる

の ですが ､
こ の へ んがあまりは っ きりしない 日本の よ

うなところは ､ あま
､

り は っ きり出て こな い と いう構造

があります ｡

ですから日本に比 べ れば､ ア メ リカ は教育に力を入

れて い ると いうことが言えると いう結論です ｡

( 司会)

他 に何かありますで しょうか｡

( 出席者)
一

般的な雑談程度でお話 しします｡ 現状は先ほ どの

お話の 中でも い ろ い ろ出てきたんですけれ ども､ 教貞

が ハ ッ ピ ー で なけれ ば教育の質が落ちると いうことで

した ｡ 改革の 方向全体と して は い い かも しれな い の で

すけれ ども､ 理系の教貞から見たら､ 改革の 方向と い

うの は教貞が ハ ッ ピ ー で い い 方向に い っ て い る ように

は見えません ｡ 私 の周りの 教員の 受け取り方かも しれ

ませ んが｡

それか らラ ンキ ン グで評価の方向に い く ､
こ れ か ら

も っ と厳 し い こ とが起 こるとお っ し ゃ っ た わけですけ

れ ども
､
私 ども の学科は高校訪問をや っ て ､ リ ク ル ー

ト に何回か行 っ て い る の ですけれ ども､ そこで伺 っ た

お話で は ､ や はり国立大学は研究に裏付けられた教育

をや っ てほ し い と いう期待が非常 に大き い んです｡

で すか ら､ fa c ulty d e v elo p m e n t に つ い て は ､ 教育の

方向に非常 に重点を置 い たような議論がなされ ､

一

般

の 期待や教員の 受け取り方とずれて い る の ではな い か

と感 じます｡
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